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平
成
三
十
年
度
　
総
会
・
創
立
二
十
周
年
記
念
祭

平
成
三
十
年
六
月
二
十
三
日
　
（
士
）
　
十
二
時
か
ら
ア

ス
ピ
ラ
ー
ト
苦
楽
ホ
ー
ル
に
て
、
防
府
市
文
化
協
会
創

立
二
十
周
年
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
は
じ
め
に
岡
本
早
智
子
会
長
よ
り
創
」
些
一
十

周
年
を
迎
え
ら
れ
て
の
ど
挨
拶
が
あ
り
、
平
成
二
十
九

年
度
事
業
及
び
決
算
報
告
、
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
報
告
が
あ
り
、
会
員
に
ご
承
認
を
頂
き
無
事

終
了
し
た
。

創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
を
進
め
て
来
て

防
府
市
文
化
協
会
　
　
会
長
　
岡
本
早
智
子

去
る
六
月
二
十
三
日
、
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
で
、
総

会
・
記
念
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
記
念
祭
で

は
、
就
任
さ
れ
て
間
も
な
い
池
田
豊
市
長
様
を
は

じ
め
多
数
の
御
来
賓
ご
臨
席
の
下
に
、
記
念
式
典

と
記
念
公
演
を
行
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
も
約

六
百
人
に
及
び
、
と
て
も
有
意
義
な
記
念
祭
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
当
会
役
員
及
び
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
だ
と
、
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

当
日
、
資
料
の
中
に
入
れ
た
冊
子
『
防
府
が
生

ん
だ
自
由
律
俳
人
山
頭
火
』
と
『
防
府
の
民
俗
芸

能
を
た
ず
ね
て
』
も
、
記
念
事
業
と
し
て
刊
行
し

た
も
の
で
す
。
前
者
は
、
「
山
頭
火
ふ
る
さ
と
舘
」

が
開
館
し
た
好
機
に
、
一
人
で
も
多
く
の
防
府
市

民
に
種
田
山
頭
火
を
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
読
め
る
、
誰
に
も
役

立
つ
本
と
な
る
様
に
努
め
ま
し
た
。
既
に
、
市
内

小
・
中
学
校
の
全
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
の
本
を
贈
呈
し
ま
し
た
が
、
ど
な
た
で
も
入
手

出
来
ま
す
（
一
冊
六
百
円
）
。
地
域
で
、
家
庭
で
、

学
校
で
、
こ
の
本
を
と
お
し
て
繋
が
り
合
い
、
ふ

る
さ
と
防
府
に
、
山
頭
火
の
新
し
い
風
を
巻
き
起

こ
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
後
者
は
、
十
年
振
り

の
改
訂
版
で
す
。
継
続
が
難
し
い
と
言
わ
れ
る
民

俗
芸
能
の
伝
承
で
す
が
、
防
府
市
で
は
、
十
年
前

に
比
べ
て
団
体
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

防
府
民
俗
芸
能
連
盟
及
び
民
俗
芸
能
に
関
心
を
も

つ
市
民
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
成
果
だ
と
、
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
来
春
ま
で
に
は
、
記
念
誌
『
防
府
市

文
化
協
会
2
0
年
の
あ
ゆ
み
』
の
刊
行
を
進
め
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
顔
が
見
え
る
記
念
誌
を
目
指
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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平
成
二
十
九
年
度
　
市
民
文
芸
表
彰
者

◎
川
柳
の
部

○
市
民
文
芸
賞
　
迫
戸
町

〇
年
度
賞

鈴
屋

敷
山
町

華
城
中
央

富
海

佐
藤
　
哲
夫

江

山

　

　

豊

岡
田
　
芳
江

藤
井
　
絹
枝

重
宗
　
隆
治

新
山
王
　
哲

光
井
加
代
子

入
江
　
伸
枝

田
中
　
裕
子

藤
岡
久
美
子

◎
短
歌
の
部

○
市
民
文
芸
賞

〇
年
度
賞

山

本

　

　

縁

末
永
　
敦
子

重
田
　
二
枝

蓑
島
美
佐
子

江
川
　
詳
子

◎
自
由
律
俳
句

○
市
民
文
芸
寅

○
市
民
文
芸
賞

〇
年
度
寅

桑
南

警
固
町

東
三
田
尻

奈
美

桑
南

西
岡
　
悦
子

田
中
　
里
美

財
間
　
香
苗

松
下
　
蒲
江

佐
伯
　
初
枝

平
成
二
十
九
年
度
市
民
文
芸
賞
講
評
■

◎
川
　
柳

「
ま
た
会
お
う
軽
い
気
持
じ
ゃ
言
え
ぬ
年
齢
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
哲
夫

老
い
の
心
情
が
、
痛
い
ほ
ど
伝
わ
る
句
で
す
ネ
。
年
々
老
い
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と

で
す
が
・
・
・
久
し
振
り
に
逢
っ
た
同
級
生
が
、
思
い
の
ほ
か
老
け
て
い
て
び
っ
く
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
友
達
に
心
配
か
け
な
い
様
、
心
だ
け
で
も
若
く
暮
ら
し
た
い
も
の

です。
◎
短
　
歌

「
名
残
り
雪
ふ
は
り
ふ
は
り
と
舞
ひ
来
れ
ば
曾
孫
は
口
で
受
け
つ
つ
走
る
」
　
山
本
　
　
緑

上
旬
に
春
の
近
づ
く
さ
ま
を
、
下
旬
に
そ
の
具
体
を
詠
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
上
旬
の
「
名

残
り
雪
」
　
の
情
緒
的
な
措
辞
。
ま
た
「
ふ
わ
り
ふ
わ
り
」
　
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
も
票
を
視
覚
的

に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
下
旬
は
焦
点
を
さ
ら
に
絞
り
、
足
元
に
着
く
前
に
消
え
る
雪
、
口

で
追
い
つ
つ
走
る
曾
孫
を
描
い
て
い
ま
す
。
作
者
共
々
近
づ
く
春
の
歓
び
を
感
じ
さ
せ
る

い
い
歌
で
す
。

◎
自
由
律
俳
句

「
黄
色
の
か
き
が
ジ
ャ
ン
プ
し
て
と
お
り
す
ぎ
る
」

西
岡
　
悦
子

雨
の
日
の
登
校
時
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

ふ
と
、
窓
越
し
に
外
を
見
る
と
、
黄
色
い
か
さ
が
見
え
た
り
隠
れ
た
り
し
て
い
る
。

庭
の
向
こ
う
、
垣
根
越
し
に
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
ま
る
で
か
さ
が

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛
び
は
ね
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
学
校
の
方
向
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
話
し
声
と
と
も
に
・
・
・
。

今
年
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
た
お
孫
さ
ん
も
、
雨
の
中
を
元
気
に
学
校
へ
行
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
、
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
子
ど
も
た
ち
に
、
「
お
は
よ
う
、
気
を

つ
け
て
い
く
の
よ
。
」
と
、
声
を
か
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
作
者
の
笑
顔
が
見
え
る
よ
う
で
す
。

や
わ
ら
か
く
、
お
だ
や
か
な
一
句
と
な
り
ま
し
た
。

「
自
分
を
両
手
で
抱
き
し
め
る
」

田
中
　
里
美

何
か
あ
り
ま
し
た
か
。

う
れ
し
い
こ
と
？
悲
し
い
こ
と
？
そ
れ
と
も
、
遠
い
宇
宙
の
は
て
ま
で
見
渡
し
な
が
ら
、

今
、
こ
こ
に
あ
る
自
分
の
存
在
が
い
と
お
し
く
て
、
自
分
を
抱
き
し
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

い
え
い
え
、
せ
つ
な
く
て
せ
つ
な
く
て
、
た
ま
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
ら
、
い
ろ
ん
な
人
の
想
い
を
抱
き
し
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
。

短
い
け
れ
ど
、
だ
か
ら
こ
そ
、
想
像
以
上
に
多
く
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

自
分
を
思
い
切
り
抱
き
し
め
て
、
ま
た
明
日
か
ら
、
た
お
や
か
に
進
ん
で
い
か
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

「
防
府
の
生
ん
だ

自
由
律
俳
人
山
頭
火
」

の
発
刊
を
記
念
し
て

山
頭
火
ふ
る
さ
と
会

窪
田
　
耕
二

俳
人
と
し
て
は
松
尾
芭
蕉
に
並
ぶ
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
、
全
国
に
知
名
度
を
誇
る
自

由
律
俳
人
種
田
山
頭
火
の
存
在
は
、
防
府

市
の
大
き
な
文
化
遺
産
で
す
。

防
府
市
文
化
協
会
は
、
前
身
の
昭
和

四
十
五
年
に
創
設
さ
れ
た
防
府
の
文
化
を

高
め
る
会
時
代
よ
り
、
顕
彰
活
動
に
か
か

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
一
日
の
三
十
三

回
忌
に
、
八
王
子
一
丁
目
の
山
頭
火
生
誕

地
跡
に
石
碑
を
建
立
、
昭
和
四
十
八
年

に
は
、
最
初
の
小
冊
子
を
発
行
、
昭
和

五
十
六
年
、
五
十
九
年
、
平
成
六
年
、
十

年
、
そ
の
後
文
化
協
会
に
な
っ
て
か
ら
の

平
成
十
八
年
と
六
版
に
わ
た
っ
て
、
文
化

顕
彰
活
動
の
一
環
と
し
て
小
冊
子
を
発
刊

し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
十
月
七
日
に
山
頭
火
ふ

る
さ
と
館
オ
ー
プ
ン
、
平
成
三
十
年
六
月

に
内
容
を
一
新
し
て
カ
ラ
ー
版
の
　
「
防
府

の
生
ん
だ
自
由
律
俳
人
　
山
頭
火
」
と
い

う
小
冊
子
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
小
冊
子
で
は
、
魂
の
彷
復
を
し

な
が
ら
、
大
自
然
を
テ
ー
マ
に
、
ふ
る
さ

と
を
想
い
、
家
族
を
思
い
、
さ
み
し
い
、

ひ
と
り
、
あ
い
た
い
、
素
直
な
気
持
ち
を

詠
っ
た
心
に
響
く
、
わ
か
り
易
く
、
生
き

る
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
俳
人
山
頭
火
の

魅
力
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。



松浦前市長に感謝状

防府商工会議所様乗山口信用金庫様
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防
府
市
文
化
協
会
創
上
目
三
十
周
年
記
念
祭
に
お
い
て

文
化
振
興
奨
励
賞
（
個
人
の
部
）

感
謝
状
の
贈
呈

岡
本
早
智
子
会
長
よ
り
防

府
市
文
協
会
創
立
と
と
も
に

歩
ん
で
こ
ら
れ
た
前
市
長
松

浦
正
人
様
に
対
し
て
、
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

した。

支
援
事
業
振
興
賞
授
与
式

防
府
市
文
化
協
会
市
民
文
化
活
動
支
援
事
業
部
会
深

田
憤
治
会
長
よ
り
、
支
援
事
業
部
の
活
動
に
賛
同
さ
れ
、

二
十
年
間
毎
年
会
員
と
な
ら
れ
た
防
府
商
工
会
議
所
、
東

山
口
信
用
金
庫
、
山
陽
建
設
工
業
株
式
会
社
、
株
式
会
社

ロ
ー
タ
リ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
四
企
業
に
感
謝
状
と

記
念
の
楯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

民
俗
芸
能

中
村
　
ゆ
き
え

①
昭
和
5
0
年
　
防
府
ま
つ
り
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
歌
手
に
抜
擢
。

②
昭
和
6
3
年
　
防
府
商
工
会
議
所
制
作
「
ほ
う
ふ
普
頭
」
メ
イ

ン
歌
手
と
な
り
、
大
村
能
章
ま
つ
り
第
1
回
か
ら
毎
年
ゲ
ス
ト

歌
手
③
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
佐
波
川
雨
情
」
を
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
「
C
O
C
O
ゆ
き
え
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催
。
④
平
成
川
4
年
防
府
市
観
光
協
会
観

光
宣
伝
隊
広
島
で
参
加
。
防
府
に
ま
つ
わ
る
歌
を
紹
介
。
⑤
平
成
は
年
～
現
在
防
府

天
満
宮
御
誕
辰
祭
「
ゆ
か
た
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
メ
イ
ン
歌
手
⑥
平
成
2
6
年
大
村
能
章

作
曲
「
防
府
磯
子
」
　
C
D
リ
メ
イ
ク
盤
の
歌
唱
。
防
府
民
俗
芸
能
連
盟
の
創
作
民
俗

芸
能
衆
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
。
「
ふ
る
さ
と
歌
手
」
と
し
て
、
市
内
地
域
団
体
の
テ
ー

マ
曲
、
松
崎
地
域
ソ
ン
グ
「
笑
顔
の
花
束
」
・
華
浦
地
域
「
華
浦
書
頭
」
・
中
開
地
域
「
中

間
小
唄
」
　
「
お
い
で
ま
せ
私
の
防
府
」
・
「
防
府
天
神
そ
い
や
神
輿
」
等
数
多
く
歌
っ
て

い
る
。
平
成
2
8
年
山
頭
火
の
妻
　
サ
キ
ノ
を
テ
ー
マ
に
「
咲
野
花
」
を
、
山
頭
火
全

国
フ
ー
ラ
ム
で
発
表
。
平
成
7
年
初
レ
コ
ー
ド
化
し
た
「
佐
波
川
雨
情
」
を
歌
い
続
け
、

2
2
年
。
今
後
さ
ら
に
、
「
ふ
る
さ
と
防
府
」
を
歌
を
通
し
て
、
ま
す
ま
す
の
防
府
の
文

化
振
興
へ
と
展
開
し
て
い
く
よ
う
願
い
推
薦
い
た
し
ま
す
。

ヽ
写
　
　
　
　
生
活
文
化
　
（
華
道
）

㌔

タ

　

　

　

　

　

　

　

高

橋

瑞

峯

㌔
　
」
昭
和
4
5
年
4
月
防
府
高
校
勤
務
で
華
道
二
葉
流
に
出
会
い
研
鐙

を
重
ね
な
が
ら
、
華
道
部
顧
問
と
し
て
生
徒
の
指
導
に
当
た
る
。

昭
和
5
1
年
4
月
佐
波
高
校
、
昭
和

華
道
部
顧
問
。
平
成
1
5
年
4
月
～

つ
J6山

年
4
月
～
再
び
防
府
高
校

口
南
総
合
支
援
学
校
に
て

T
ト
叫
「
千
二
．
し
　
っ
一
」
∃
て
ヂ
0
　
7
一
ハ
い
レ
ヽ
2

生
徒
や
P
T
A
に
指
導
。
P
T
A
は
現
在
も
指
導
。
平
成
2
2

年
4
月
～
現
在
は
、
防
府
高
校
華
道
部
課
外
指
導
員
と
し
て
、
部
活
動
指
導
。
平
成

2
8
年
1
月
～
二
葉
流
山
口
県
支
部
長
、
平
成
2
8
年
4
月
～
防
府
市
華
道
連
盟
会
長
、

防
府
市
文
化
協
会
常
任
理
事
・
理
事
を
任
務
。
協
会
だ
よ
り
編
集
委
員
を
つ
と
め
る
。

華
道
二
葉
流
自
由
花
師
範
、
椿
花
師
範
取
得
。
永
年
華
道
に
尽
力
さ
れ
た
功
仰
視
は
甚

大
で
、
高
校
に
勤
務
の
傍
ら
地
域
美
化
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
ら
れ
て
い
る
事

や
生
徒
や
成
人
の
方
々
へ
の
指
導
等
、
大
変
意
義
あ
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
人
柄
も

良
い
の
で
人
気
の
あ
る
指
導
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
わ
　
生
活
文
化
（
茶
道
）

池
田
　
初
子

昭
和
2
5
年
習
事
相
伝
。
昭
和
2
7
年
茶
通
雅
。
昭
和
2
9
年
唐
物
点
前
。

昭
和
3
1
年
3
月
入
門
。
昭
和
3
1
年
3
月
台
天
日
。
昭
和
4
1
年
3

月
盆
点
。
昭
和
4
1
年
1
0
月
地
方
講
師
。
昭
和
5
1
年
7
月
地
方
教
授
。

松
崎
公
民
館
の
茶
道
講
座
講
師
と
し
て
、
平
成
2
年
よ
り
現
在

ま
で
2
7
年
間
指
導
さ
れ
、
多
数
の
方
を
育
成
さ
れ
、
松
崎
地
区

の
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
や
文
化
祭
に
茶
席
を
持
ち
、
地
区
の
方
々
と
の
交
流
を
深

め
て
い
る
（
　
夏
休
み
に
子
ど
も
体
験
教
室
と
し
て
、
茶
道
の
作
法
、
飲
み
方
な
ど
体

験
を
と
お
し
抹
茶
の
美
味
し
さ
、
楽
し
さ
を
子
ど
も
と
共
有
し
て
い
る
。
昭
和
2
5
年

頃
よ
り
表
流
茶
道
に
携
わ
り
色
々
の
場
で
茶
道
を
広
め
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

文
化
振
興
奨
励
賞
（
団
体
の
部
）

ー
い
r
‥
〃
t

邦
　
　
楽
　
（
日
本
舞
踊
）若

柳
流
吉
冬
貢
の
会

代
表
者
　
若
柳
吉
冬
貴

教
場
設
立
以
来
、
会
主
（
若
柳
害
冬
貢
）
　
の
円
満
な
人
格
と
卓

越
し
た
演
技
と
優
れ
た
指
導
力
の
も
と
多
く
の
子
弟
が
集
ま
り
、

熱
心
に
修
練
を
重
ね
て
幾
多
の
名
取
り
を
輩
出
。
市
の
恒
例
行

事
で
あ
る
邦
楽
の
会
、
防
府
天
満
宮
御
神
幸
祭
に
お
け
る
奉
納
、
そ
し
て
、
市
内
外

に
お
け
る
文
化
事
業
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
成
果
を
挙
げ
、
多
方
面
よ
り
感
謝

さ
れ
て
い
る
。
市
内
に
お
け
る
活
躍
は
も
と
よ
り
、
県
内
各
地
（
山
口
、
下
関
、
岩
国
、

柳
井
等
）
　
に
支
部
教
場
を
設
け
、
相
互
に
往
来
し
て
日
舞
の
普
及
発
展
に
努
め
る
傍

ら
人
間
関
係
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
。
会
主
は
、
防
府
市
文
化
協
会
の
常
任
理
事
で

あ
り
、
本
会
に
所
属
す
る
会
員
を
文
化
協
会
会
員
に
勧
誘
し
、
且
ハ
現
し
て
い
る
。

歴

　

　

史

防
府
歴
史
と
考
古
学
の
会

代
表
者
　
長
野
　
嘉
久

昭
和
6
1
年
7
月
、
山
口
県
生
涯
教
育
「
夏
季
高
校
開
放
講
座
」

い
鴫

美
　
　
術
（
写
真
）

鰐
石
　
洋
己

平
成
1
0
年
よ
り
防
府
市
美
術
展
連
続
出
品
・
平
成
1
2
年
日
韓
親

善
文
化
交
流
芸
術
展
連
続
出
品
・
平
成
1
7
年
～
現
在
、
防
府
市

文
化
協
会
支
援
事
業
部
会
員
と
し
て
、
永
年
貢
献
。
・
平
成
2
4
年

～
現
在
、
防
府
市
文
化
協
会
支
援
事
業
部
委
員
を
就
任
。
・
現
在
、

防
府
市
美
術
連
盟
常
任
理
事
、
防
府
市
日
韓
親
善
協
会
副
会
長
、
防
府
市
立
松
崎
小

学
校
同
窓
会
会
長
、
フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ズ
写
意
会
員
。
・
平
成
2
6
年
～
平
成
2
7
年
、
防
府

市
文
化
協
会
理
事
に
就
任
。
。
防
府
市
美
術
連
盟
の
審
査
員
と
し
て
も
ご
活
躍
。
ま
た
、

日
韓
親
善
協
会
副
会
長
と
し
て
童
貞
を
担
い
、
親
族
で
も
あ
る
防
府
市
美
術
連
盟
初

代
会
長
故
鰐
石
俊
男
氏
と
同
じ
く
防
府
市
及
び
防
府
市
の
美
術
・
文
化
の
振
興
に
寄

せ
る
深
遠
な
思
い
か
ら
一
H
し
て
無
私
で
献
身
的
な
従
事
を
続
け
て
来
ら
れ
た
こ
と

に
敬
意
を
称
し
ま
す
。

下
　
と
し
て
、
桑
原
邦
彦
先
生
に
よ
る
「
防
府
歴
史
考
古
学
講
座
」

が
防
府
高
校
で
始
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
発
足
。
防
府
歴

史
と
考
古
学
の
会
は
、
発
足
以
来
長
年
に
わ
た
り
、
防
府
図
書
館
・
防
府
市
文
化
財

郷
土
資
料
館
等
の
公
共
施
設
を
主
た
る
活
動
拠
点
と
し
て
、
歴
史
と
考
古
学
に
係
る

月
例
学
習
会
・
公
開
講
演
会
・
研
修
旅
行
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
年
刊
機
関
誌

「
歴
考
」
を
発
行
、
ま
た
同
書
を
毎
回
複
本
に
て
防
府
図
書
館
へ
寄
贈
す
る
な
ど
、
防

府
市
の
文
化
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
る
。

洋

　

　

舞

昭
和
5
5
年
6
［

立
ち
上
げ
る
。
月
1
日
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
普
及
活
動
と
し
て

牟
礼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

代

表

者

　

西

山

　

　

曹

通
常
の
活
動
場
所
は
、
牟
礼
公
民
館
。
防
府
市

洋
舞
の
会
所
属
の
牟
礼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会
は
、
防
府
市

文
化
を
高
め
る
会
か
ら
防
府
市
民
の
た
め
、
2
5
年
間
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
普
及
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
防
府
市
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
引
き
受
け
と
な
る
セ
ル

ビ
ア
共
和
国
か
ら
セ
ル
ビ
ア
ロ
ー
ラ
民
族
書
楽
締
約
団
が
来
訪
さ
れ
る
事
と
な
り
、

学
校
と
の
ふ
れ
あ
い
を
提
案
さ
れ
、
市
・
教
育
委
員
会
及
び
文
化
協
会
と
の
協
働
に

よ
り
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
、
ダ
ン
ス
指
導
の
み
な
ら
ず
、
若
い
世
代
と
の
交
流
を
大

切
に
し
、
国
際
交
流
を
見
据
え
た
活
動
普
及
に
つ
い
て
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今
後

に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

良
二
了
日
　
楽

l

　

　

山

口

県

立

防

府

西

高

等

学

校

吹

奏

菜

部

（・・¶
l

‘

l

　

　

　

　

　

　

二

　

．

．

口
県
知
事
貰
）
受
買
。
平
成
2
0
～
平
成
2
9
年
度
、
全
日
本
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
山
口
県
大
会
高
等
学
校
の
部
最
優
秀
貴
（
山
口
県
知
事
質
）

受
質
。
大
道
ま
つ
り
、
大
道
地
区
敬
老
会
、
防
府
幸
楽
苑
訪
問
演
奏
、
防
府
市
消
防
フ
ェ

ス
タ
、
山
口
県
介
護
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
、
地
域
貢
献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
結
成
以
来
、
本
県
の
吹
奏
楽
振
興
の
け
ん
引
役
と
し
て
意
欲

的
な
演
奏
活
動
を
展
開
し
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
毎
年
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
演
奏
を

披
露
し
て
、
中
国
大
会
や
全
国
大
会
に
も
出
場
す
る
な
ど
、
県
民
や
市
民
の
苦
楽
文

化
の
向
上
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
各
種
行
事
等
に
も
積
極

的
に
参
加
。
「
苦
楽
に
よ
る
　
ま
ち
づ
く
り
」
　
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

代

表

者

　

伊

藤

　

隆

昌
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防
府
市
文
化
協
会
総
会
・
記
念
祭
に
出
席
し
て

岡
田
　
芳
江

平
成
2
9
年
度
年
度
賞
（
川
柳
の
部
）
の
通
知
を
驚
い

て
受
け
取
り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
会
社
員
時
代
の
永
年

勤
続
表
彰
以
来
。
や
や
緊
張
気
味
で
会
場
に
入
り
ま
し

た
が
年
齢
層
の
近
い
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
気
持
ち
が

楽
に
な
り
ま
し
た
。
第
一
部
の
記
念
式
典
も
滞
り
な
く

終
了
。
第
二
部
の
記
念
公
演
に
な
り
ま
し
た
。
防
府
市

出
身
の
山
野
安
珠
美
さ
ん
の
撃
の
演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
座
る
、
立
ち
上
が
る
、
歩
く
姿
が
と
て
も
エ
レ

ガ
ン
ト
。
美
し
い
姿
勢
で
奏
で
る
一
書
二
苗
が
水
滴
が

地
面
を
潤
す
様
に
、
私
の
心
の
奥
底
に
染
み
ま
し
た
。

撃
曲
が
好
き
だ
っ
た
亡
母
と
の
思
い
出
が
蘇
り
胸
が
熱

く
な
っ
た
感
動
的
な
時
間
で
し
た
。
い
つ
の
時
代
に
も

表
舞
台
で
活
躍
す
る
人
と
支
え
る
人
達
が
居
ま
す
。
高

杉
晋
作
と
支
え
た
野
村
望
東
尼
。
ど
の
様
に
演
じ
る
の

か
興
味
津
々
で
し
た
。
舞
台
に
登
場
し
た
岩
城
朋
子
さ

ん
の
凛
と
し
た
立
ち
姿
、
表
情
、
所
作
、
迫
力
あ
る

セ
リ
フ
。
又
、
亀
田
真
砂
子
さ
ん
の
穏
や
か
な
語
り
に

聴
き
入
り
時
を
忘
れ
る
様
で
し
た
。
本
番
の
集
中
力
に

驚
嘆
し
、
修
鎌
の
道
の
り
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
今

回
プ
ロ
の
方
々
、
地
元
の

方
々
の
圧
倒
的
な
表
現
力

に
触
れ
、
充
実
感
溢
れ
る

一
日
で
し
た
。
又
、
書
家

の
先
生
の
手
に
よ
る
受
賞

作
の
色
紙
は
大
変
嬉
し
い

記
念
の
品
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
度
の
受
賞
を
励

み
に
致
し
ま
す
。
関
係
者

の
皆
様
方
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

松
崎
小
学
校
児
童
に
よ
る
山
頭
火

自
由
律
俳
句
朗
詠
に
参
加
し
て

わ
た
し
は
、
「
防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周

年
記
念
祭
」
　
で
山
頭
火
自
由
律
俳
句
の
朗
詠
に
参

加
し
ま
し
た
。
松
崎
小
学
校
九
名
で
参
加
し
ま
し

た。

発
表
に
向
け
て
、
昼
休
み
を
使
っ
て
九
名
が
一

生
懸
命
に
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
練
習
で
は
、
自

分
の
順
番
を
間
違
え
た
り
上
手
く
読
め
な
か
っ
た

り
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
考
え
た
り
教
え
合
っ

た
り
し
ま
し
た
。

練
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
み
ん
な
が
上
手

に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
、
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
言
え
た
ら
い
い
だ
け

で
は
な
く
、
大
き
な
声
と
と
も
に
抑
揚
も
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
先
生
に
、

「
ど
こ
を
一
番
大
切
に
大
き
く
言
い
た
い
で
す
か
。
」

と
聞
か
れ
る
と
、
み
ん
な
で
考
え
て
、

「
～
が
大
き
い
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
応
え
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
努
力
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
発
表
を
通
し
て
松
崎
小
を
卒
業
し

た
種
田
山
頭
火
の
自
由
「

律
俳
句
を
た
く
さ
ん
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
年
生
で
あ
る
わ
た
し

に
と
っ
て
、
と
て
も
昌

重
で
思
い
出
に
残
る
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

語
り
芝
居
「
高
杉
晋
作
と
望
東
尼

そ
し
て
幕
末
維
新
の
防
府
」
を
鑑
賞
し
て

坪
郷
　
好
夫

防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
記
念
公
演
が
あ
り
、
語

り
芝
居
「
高
杉
晋
作
と
望
東
尼
　
そ
し
て
幕
末
・
維
新
の
防

府
」
が
上
演
さ
れ
た
。
私
は
、
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

平
尾
山
荘
に
か
く
ま
わ
れ
て
い
た
時
、
功
山
寺
の
決
起
、
姫

島
（
福
岡
県
）
へ
の
流
罪
、
望
東
尼
救
出
作
戦
、
下
関
白
石
正

一
郎
宅
で
の
高
杉
晋
作
と
の
再
会
と
別
れ
、
防
府
で
の
望
東

尼
の
姿
等
を
中
心
に
鑑
賞
し
た
。
亀
田
さ
ん
の
す
き
透
る
声

で
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
時
代
の
流
れ
が
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
コ
ラ
ボ
し
て
岩
城
さ
ん
が
登
場
人
物

を
演
じ
ら
れ
、
心
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
う
。

芝
居
の
山
場
と
し
て
、
望
東
尼
を
姫
島
の
獄
舎
か
ら
救
出
し
、

白
石
宅
で
高
杉
書
作
と
望
東
尼
の
や
り
と
り
の
一
句
晋
作
が

病
気
療
養
中
に
　
「
お
も
し
ろ
き
こ
と
も
な
き
世
に
お
も
し
ろ

く
」
　
と
高
杉
が
上
の
句
を
読
み
、
望
東
尼
が
　
「
す
み
な
す
も

の
は
心
な
り
け
り
」
　
と
下
の
句
を
読
み
病
床
の
高
杉
へ
　
「
あ

な
た
は
そ
の
体
で
よ
く
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
ね
」

と
ね
ぎ
ら
っ
た
。
こ
の
場
面
は
、
熱
演
さ
れ
、
鑑
賞
者
に
印

象
を
与
え
た
と
思
う
。
防
府
で
の
望
東
尼
に
つ
い
て
は
、
天

満
宮
へ
七
日
間
毎
日
参
詣
し
て
、
一
日
一
首
の
和
歌
を
奉
納

し
て
薩
長
軍
の
戦
勝
を
祈
願
し
、

小
田
港
へ
薩
長
軍
の
船
は
来
て
い

な
い
か
を
案
じ
な
が
ら
明
治
維
新

の
足
菖
聞
き
な
が
ら
六
十
二
才
の

生
涯
を
終
わ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と

が
芝
居
を
通
し
て
強
く
心
に
残
っ

た
。
「
冬
ご
も
り
　
こ
ら
え
こ
ら

え
て
一
時
の
花
咲
き
み
て
る
春
は

く
る
ら
し
」
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華
浦
音
頭
振
興
会
の
活
動

会
長
　
青
木
　
明
夫

防
府
市
文
化
協
会
創
立
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
文
化
・
芸
術
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
「
華
浦
菖
頭
振
興
会
」
は
平
成
1
6
年
よ
り
ス
タ
ー

ト
致
し
ま
し
た
。
活
動
歴
は
1
4
年
と
浅
く
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
こ
の
振
興
会
を
継
続
し
て
ゆ
く
の
か
手
探
り
の
現

状
で
す
が
、
今
所
属
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
方
、
華
浦
地

域
自
治
会
連
合
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
こ
れ
ら
の
皆
様

の
力
と
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
今
後
に
繋
げ
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
華
浦
舌
頭
」
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
歌

詞
に
は
今
で
は
懐
か
し
い
　
「
鞠
生
松
原
・
野
村
望
東
尼
・

来
日
皇
子
・
越
氏
塾
・
河
野
義
哲
・
三
田
尻
塩
田
」
な
ど

の
名
所
旧
跡
も
織
り
込
み
最
後
は
「
み
ん
な
笑
顔
で
渡
る

希
望
の
虹
の
橋
」
と
締
め
く
く
り
、
三
田
尻
地
区
の
活
性

化
等
、
未
来
へ
の
思
い
を
込
め
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま

す。

私
ど
も
振
興
会
の
活
動
内
容
で

す
が
、
毎
年
華
浦
小
学
校
に
入
学

し
た
新
一
年
生
の
児
童
た
ち
に
「
華

浦
舌
頭
」
　
の
振
り
付
け
（
踊
り
）
を

教
え
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
華
浦
小

学
校
全
児
童
が
踊
れ
る
よ
う
に
指

導
し
て
お
り
ま
す
。
小
学
生
も
交

え
て
華
浦
地
区
盆
踊
り
、
華
浦
小

学
校
運
動
会
、
華
浦
地
区
敬
老
会
、

文
化
祭
、
地
区
イ
ベ
ン
ト
等
で
地

区
住
民
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
き

披
露
し
て
お
り
ま
す
。
「
華
浦
吾
頭

振
興
会
」
が
「
華
浦
舌
頭
保
存
会
」

の
名
称
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
お
茶
席
に
参
加
し
て

山
本
百
次
会
子
ど
も
組
　
代
表
　
稲
田
布
佐
子

こ
の
度
は
、
文
化
協
会
創
」
些
一
十
周
年
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
記
念
祭
の
お
茶
席
に
子
ど
も
達
を
参
加

さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
会
場
で
し
た
の
で
、
子
ど
も
達
は
少
し
緊
張
気

味
で
し
た
が
一
生
懸
命
お
菓
子
や
お
茶
を
運
ん
で
く
れ
て
い

ま
し
た
。

「
よ
く
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
」

「
ど
う
ぞ
、
ご
ゆ
っ
く
り
。
」

子
ど
も
達
の
元
気
な
お
も
て
な
し
の
ご
挨
拶
、
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。

お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
頂
く
た
め
に
、

○
お
客
さ
ま
の
目
を
見
て
笑
顔
で
ご
挨
拶
を
す
る
。

O
丁
寧
な
動
作
で
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
。

こ
の
二
つ
を
が
ん
ば
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
学
校

の
先
生
や
知
っ
て
い
る
方
に
お
茶
を
運
ん
だ
後
、
ス
テ
キ
な

笑
顔
で
戻
っ
て
き
た
の
は
、
き
っ
と
う

れ
し
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

保
育
園
の
年
長
さ
ん
か
ら
高
校
生
ま

で
の
十
八
人
が
、
伝
統
文
化
で
あ
る
茶

道
を
学
ぶ
上
で
大
切
な
「
相
手
を
思
い

や
る
」
と
い
う
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ

か
り
と
考
え
体
験
で
き
た
こ
と
は
本
当

に
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
達
が
色
々
な
体
験
を
通
し

て
、
伝
統
文
化
を
い
つ
も
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
頂
い
た
た
く
さ

ん
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す。

新
書
「
防
府
が
生
ん
だ

自
由
律
俳
人
山
頭
火
」

販
売
所
紹
介

防
府
市
文
化
協
会
が
創
」
些
一
十
周
年
記
念
に

あ
わ
せ
て
、
「
防
府
が
生
ん
だ
自
由
律
俳
人
山

頭
火
」
を
発
行
致
し
ま
し
た
。
山
頭
火
の
生
涯

は
旅
の
中
か
ら
多
く
の
自
由
律
俳
句
を
詠
ん
で

お
り
、
ふ
り
が
な
や
註
釈
を
つ
け
、
日
本
地
図

に
山
頭
火
の
旅
程
と
と
も
に
自
由
律
俳
句
を
紹

介
し
、
山
頭
火
と
と
も
に
旅
を
し
な
が
ら
、
自

由
律
俳
句
に
も
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
気
軽
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
お
り
ま
す
。

お
求
め
さ
れ
る
場
合
は
、
防
府
市
文
化
協
会
・

山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
・
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
・
デ
ザ

イ
ン
プ
ラ
ザ
H
O
F
U
で
、
一
冊
六
百
円
で
販

売
致
し
て
お
り
ま
す
。
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「
防
府
の
民
俗
芸
能
を
た
ず
ね
て
」

発
刊
に
寄
せ
て

防
府
民
俗
芸
能
連
盟
会
長
　
桑
原
一
朗

防
府
民
俗
芸
能
連
盟
は
こ
れ
ま
で
、
防
府
の

文
化
を
高
め
る
会
十
周
年
記
念
に
初
版
を
発
刊

し
、
以
後
最
初
は
五
年
毎
に
再
版
し
、
第
三
版

か
ら
十
年
目
に
、
防
府
市
文
化
協
会
二
十
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
民
文
化
活
動
支

援
事
業
部
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
新
し
く
カ

ラ
ー
版
で
刊
行
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
、
連
盟
加
入
団
体
の
み
な
ら
ず
各
地

域
公
民
館
の
お
力
も
借
り
て
、
連
盟
未
加
入
で

も
、
各
地
域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
多

く
掲
載
す
る
事
が
出
来
、
歓
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

加
盟
団
体
に
は
勿
論
の
事
、
文
化
協
会
二
十

周
年
記
念
祭
で
は
、
ご
出
席
の
皆
様
に
お
配
り

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
、
防
府
の
民
俗
芸
能
を
市
外
県
外
に

も
発
信
す
べ
く
、
関
係
団
体
や
、
興
味
を
持
っ

て
下
さ
る
方
々
に
も
お
配
り
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

防
府
市
文
化
協
会
支
援
事
業
部
会
で
は
、
防
府
市
内
に

所
在
す
る
企
業
、
個
人
等
（
防
府
市
内
に
在
住
す
る
防
府

出
身
者
を
含
む
）
　
が
参
加
し
て
結
成
す
る
組
織
で
、
防
府

市
内
で
実
施
す
る
文
化
・
芸
術
等
の
活
動
を
支
援
し
、
市

民
の
文
化
・
芸
術
等
の
活
動
を
支
援
し
、
市
民
の
文
化
・

芸
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
防
府
市
に
在
住
す
る
団
体
及
び
個
人
が
、
防

府
市
で
開
催
す
る
文
化
・
芸
術
等
の
活
動
に
対
す
る
助
成

を
行
い
ま
す
。

申
請
期
間
は
、
6
月
末
と
‖
月
末
の
年
2
回
で
す
。
審

査
は
、
市
民
文
化
活
動
支
援
事
業
部
会
委
員
に
よ
り
、
7

月
と
1
2
月
に
あ
り
ま
す
。
指
定
の
申
請
書
が
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
防
府
市
文
化
協
会
事
務
局
ま

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

平
成
三
十
年
度
第
一
回
支
援
事
業
部
審
査
結
果

防
府
市
文
化
協
会
支
援
事
業
部
第
一
回
審
査
会
が
、
平

成
三
十
年
七
月
十
八
日
（
水
）
十
三
時
三
十
分
参
考
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

（
1
）
　
平
成
三
十
年
度
　
申
請
第
一
号

H
C
B
カ
ウ
ン
ト
エ
ー
ス

創
立
五
十
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト助

成
決
定
額
‥
十
万
円

（
2
）
平
成
三
十
年
度
　
申
請
第
二
号

防
府
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
二
十
回
定
期
演
奏
会

助
成
決
定
額
‥
五
万
円

市
民
文
化
活
動
支
援
事
業
ご
助
成
を
頂
い
て

防
府
天
満
宮
お
手
廻
り
保
存
会

会
長
　
田
中
信
治

防
府
市
文
化
協
会
設
立
二
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
設
立
以
来
、
防
府

市
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
ま
し
た
こ
と
、
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
者
と
し
て
、
改

め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
会
は
、
防
府
天
満
宮
の
　
「
花
神
子
社
参
式
」
及
び
「
御

神
幸
祭
」
に
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。
防
府
市
は
山
陽
道
が
東

西
に
延
び
、
江
戸
時
代
に
は
九
州
の
諸
大
名
、
ま
た
毛
利
の

殿
様
が
参
勤
交
代
の
際
必
ず
お
通
り
に
な
ら
れ
る
場
所
で
数

百
名
の
お
供
を
引
き
連
れ
江
戸
に
赴
く
際
、
行
列
で
殿
様
の

護
衛
を
す
る
「
手
廻
り
」
　
と
い
う
役
が
、
道
具
持
ち
の
交
代

を
す
る
所
作
「
奴
振
り
」
　
で
地
域
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
た
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
的
背
景
・
文
化
を
後
世
に
伝

え
る
為
に
地
域
の
神
社
（
防
府
天
満
宮
）
に
そ
の
伝
統
文
化

を
長
く
伝
承
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
防
府
市
文
化
協
会
様
よ
り
、
伝
統
文
化
を
後
世

に
伝
承
す
る
重
要
性
を
ご
理
解

頂
き
、
お
手
廻
り
の
諸
役
の
花

形
で
あ
る
「
弓
」
　
の
道
具
購
入

資
金
の
助
成
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
、
会
員
一
同
大
変
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
励
み

に
、
こ
の
お
手
廻
り
の
伝
統
文

化
継
承
に
精
進
い
た
し
、
防
府

市
の
観
光
・
伝
統
文
化
の
一
助

と
な
る
よ
う
会
員
一
同
、
行
事

や
技
術
の
継
承
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
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tF恥膨　完嚢・○彗雲霞薫i重義彗軍書　… 
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市第 �健 �市 �華 �邦 �市 �ス第 �品第 �盆 �／′一・一 �、－‾や 

菱68 �康 �星 �道 �楽 �民 �テ29 �上23 �栽 
冊　口 � �余 �展 �の �立 E∃ �イ　ロ �ロ �展 �イ丁 �二‾＿＿ま 雷■妄 
展 �談 �会 席 ��会 �楽 祭 �バ洋 ル舞 フ エ �会ビ フ‾ オ 作 ��事 名 

10但　9　12 �10　　11 �10　　11 �10　　11 �1011 �1310 �1310 �1310 �9　　10 �と き 

時　し時i月 �時　　月 �時i月 �時　～　月 �時月 �時月 �時月 �時月 �時　　月 ��岳十等＋＋＋ 塁垂－ 化 祭 
～　5　～　9　5 �～1817 �～1816 �～1816 �～　4 �～　28 �～　21 �3021 �～1413 

17　日17　日　日 �15　日　日 �16日　日 �17　日　日 �16日 �16　日 �16　日 �分日 �15　日　日 

時の時（（ 　み　日水 �時（（ 　目士 � �時（（ 　日金 �時（ 　日 �時／「 30日 �．＝ヒ � �二ヒ 

石基 ����ヽ（ 30日 �（ 16日 時） �ヽ（（ 　臥土 ）　　　　　　） �　　）　　　　　　） �　　）　　　　　　） �　　）　　　　　　） �　　） �分） �分） ��　　）　　　　　　） 

2　ア �2　ア �2　ア �2　ア �防 �ア �防 �イ �防 �と 

階ス �階ス �階ス �階ス �府 �ス �府 �オ �府 

昼ピ �層ピ �リピ �屡ピ �市 �ピ �市 �ン �市 
刀てフ �刀てフ �ハフ �刀てフ �公 �フ �公 �Y �公 �（＿ 

ホ �ホ1 �11 �ホl �会 �1 �会 �ネ �会 �ろ 

1ト ル �1ト ル 横 �サト ル 室 �lト ル �堂 �ト �堂 �マ 防 府 �堂 

無 �無 �3席 8料 円 �壬臨 �5 0 �4駐 �3 0 �虫珪 �臨 �入 【ヨ 

料 �料 ��葬斗 �0 円 �科 �0 円 �鱒 �蔚 �場 料 

十　　　　十　　　　　　十　　十 �����������賄 重罪 程 
月　　十　月　　　　　　月　‾　月 

靡謹n　′′′′′′′′′′′′十′′竺幸′′′′′′享語手 ●　●、′ ��悌′霞　　台文吉　古空 文こ、iふて：三ゝ．師右華華野桑国（佐日（大小牟（富 豪．繁蔓等雷撃宕皐雷早津百圭澤等詰圭馨 ��������日 卓 

＼㌦〟、、、血　だ》　　　　　学　学　学　学　学　学　　学）i学　学学　　学 

校　校　校　校　校　校　　校　　　　校　校　校　　較 《　＊＊宏 嘲脚欄 　の書芸緋 　⊂コEコ 　‾弓7ヲ ／∠ゝ∠ゝ 　玉石 　⊂コ⊂：コ 　貝員 

いしいンなフ発た仲活体は余 　l L拡新ソ様l 　O ������　発編 平TEL三防防〒委委 芸三重＿還酢ラ′′′′員宝集 貴さ云宝鑑享宍胃纂謹告 六化土日山耶 八協資一宗文衣耕 四会料l厚禰子二 館一 
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